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越知町は,中山間地域から山間地域へ移行する地域にあり,標高300メ ートル

から1,000メ ートルの石鎚山系の支脈に囲まれ,西方に横倉山県立自然公園を仰

ぎ,その間を仁淀川が西から東に流れています。

町のシンボルとして親しまれている横倉山は, 日本で最も古いシルル紀を示す

4億年前の地質であり,ク サリサンゴや三葉虫などの化石が発見されています。

越知町教育委員会では,平成 7年度に町の開発事業にともない緊急発掘調査を

実施して,縄文・弥生時代の石器 。剖片類から中世 。近世の遺構・遺物が確認さ

れました。なかでも弥生時代のガラス製品,石器製作跡に関連する遺構 。
遺物の

発見があり,よ り明確に把握するために学術調査を実施いたしました。その結果,

歴史を解明していくうえで貴重な資料が得られました。     「

本書は,その発掘調査の成果をまとめたものです。今後広く利用され,文化財

保護および学術研究の一助になれば幸いと存じます。

最後に,調査 。報告書の作成にあたって奈良国立文化財研究所遺物処理研究室

長肥塚隆保氏,(財)高知県埋蔵文化財センター曽我貴行氏を始め,ご指導いた

だきました高知県教育委員会,(財)高知県埋蔵文化財センターそして調査にご協

力を頂いた地権者,地元関係者及び地域住民の方々に厚く御礼を申し上げます。

平成11年 3月

越知町教育委員会

教育長 片 岡 重 教



例

1.本書は遺跡確認調査に伴 う,女川遺跡の発掘調査報告書である。

2.女川遺跡の所在地は,高知県高岡郡越知町女川北屋敷ほかであり,本次の調査対象地の所在地

は越知町越知字東屋敷甲824番2で ある。

3.発掘調査対象面積は553m2,発掘調査面積は225m2でぁる。調査期間は平成 9年 2月 27日 ～ 3月

31日 である。

4.発掘調査及び整理作業は財回法人高知県文化財団埋蔵文化財センターの指導を得て,越知町教

育委員会が実施 した。調査体制は以下のとお りである。

調 査 員  曽我貴行 (財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センター・調査員)

調査事務  戸田千秋 (越知町教育委員会 。社会教育係長)

同   千頭由香 (越知EIr教育委員会 。主幹)            ｀

5。 本書の執筆・編集は曽我がおこなった。

6.遺構等については,適宜それぞれST(竪穴住居跡),SK(土坑状遺構);P(ピ ット状遺構),

TR(ト レンチ,試掘溝)等の略号で表記 した。遺構番号は本次調査における通 し番号である。

7.遺物実測図の縮尺は土器が 1/3,石器類が 1/1及び 1/2である。挿図及び図版中の番号は

実測図の番号と一致 している。

8.出土遺物の色調については,『新版標準土色帖1996年版』の名称を使用 した。

9.Fig.1は 国土地理院 1:25,000地形図「大崎」,「越知」を使用 した。

10。 遺構測量は任意座標でおこない,挿図中の北は磁北である。また挿図中のレベル高は海抜高を

示す。

■.発掘調査に際しては,当該土地所有者である大原喜久子氏・藤原牧子氏の全面的な御協力を賜

り,調査を円滑にまた有意義に遂行することができた。記 して哀心より謝意を表す。

12.出土 した水晶小玉については,肥塚隆保氏 (奈良国立文化財研究所遺物処理研究室長)を煩わ

せ,蛍光X線分析結果ならびに材質に関する御教示を賜つた。記 して哀心より謝意を表す。なお,

分析結果については,第Ⅳ章に掲載 した。

13.発掘作業においては,大原組,社団法人佐川・越知 。日高広域シルバー人材センターならびに,

越知町及び近隣にお住まいの方々の御協力を得た。また発掘調査及び報告書作成に際しては,高

知県教育委員会,財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターの諸氏から御助言 ,御協力を賜 り,

整理作業においては財回法人高知県文化財団埋蔵文化財センターの整理作業員の皆様の御協力を

得た。記 して哀心より謝意を表す。

14.整理作業に際しては,次の方々に御尽力いただいた。御芳名を記 して衷心より謝意を表す。

川井由香  池本 恵  内村富紀

15.遺跡の略号は「96-540G」 とし,出土遺物の注記等にはこれを使用 した。

16.出土遺物等は越知町教育委員会で保管 している。

H



本 文 目次

第二章 調査に至る経過 ………………………………………………………………………………
Ⅲ l

第■章 ・勘 の位置と環境 ・…や…………………………………………………………………………

第Ⅱ草 調査の方法・…
Ⅲ…………Ⅲ…………………………

●
…
Ⅲ
………Ⅲ―………Ⅲ…Ⅲ

………………Ⅲ

(1)調査の目的 Ⅲ…………………………………………`……………………………Ⅲ…………
h

修)調査の方法 Ⅲ…………
Ⅲ…ⅢⅢ

……Ⅲ………………………………………………………………

第V章 調査の成果 ………………………………………………………………………………………

(1)層序 ………………………
Ⅲ
…………………Ⅲ

……
Ⅲ…Ⅲ…………………

Ⅲ…………………Ⅲ

(2) 遅割購| “・・1・……...・・・‐‐……" ・̈……Ⅲ…・“。・“"¨ ""・ "……・・……・"""・ "̈・ …・・…Ⅲ…Ⅲ・・……….,す・…●■●■●●|

(3) 歯豊幾疹 !ⅢⅢ。中●Ⅲ!中■|● Ⅲ―…,ⅢⅢ・̀‐・Ⅲ●・‐●ⅢⅢⅢ―■|―‐!|■ ■,■●●■ⅢⅢⅢ,■ ,ⅢⅢⅢⅢⅢ●Ⅲ―|■●ⅢⅢI■ IⅢⅢⅢ……―‐・……

第V章
―
総活 ………Ⅲ………………………………………………………………………………………

４

　

４

　

４

８

８

８

１８



挿 図 目 次

Fig.1 女川遺跡 と周辺の遺跡 (S:1/25,000)。 …Ⅲ………………………………………………… 3

Fig。 2 女川遺跡調査区範囲図 (S:1/500)… ……………………………………………………… 5

Fig.3 調査区グリッド割 り図 (S i1/200)… ……………………………………………………… 7

Fig.4 女川遺跡全体図 (S i1/100)… ………………………………………………………… 9～ 10

Fig.5 土層断面図 (S i1/40)・・………………………………………………………………… 11～ 12

Fig.6 STl(S:1/60)― …・・……・・――・……Ⅲ……Ⅲ……・・………・・…・・……・・……・・……・・……………・………………… 14

Fig.7 STl― SKl(S i1/30)…………………………………………………………………… 15

Fig.8 STl― Pl～ P7(S i1/20)… …………………………………………………………… 15

Fig.9 Pl～ P7(S i1/20)………………………………………………………………………… 17

Fig.10 遺構出土遺物 (土器)…………………………………………………………………………… 19

Fig.11 包含層出土遺物 (上器 。上製品)。 …………Ⅲ………………………………………………… 21

Fig。 12 包含層 (ト レンチ)出土遺物 (上器・土製品)……………………………………………… 22

Fig.13 包含層 (ト レンチ)出土遺物 (土器),一・…………………………………………………… 23

Fig.14 包含層 (ト レンチ)出土遺物 (上器・土製品)……………………………………………… 24

Fig.15 STl出土遺物 (石器)………………………………………………………………………… 25

Fig.16 STl出土遺物 (石器)………………………………………………………………………… 26

Fig,17 STl出土遺物 (石器)………………………………………………………………………… 27

Fig.18 包含層出土遺物 (石器)………………………………………………………………………… 28

Fig.19 包含層出土遺物 (石器)………………………………………………………………………… 29

Fig.20 包含層出土遺物 (石器)………………………………………………………………………… 30

Fig.21 包含層出土遺物 (石器)………………………………………………………………………… 31

Fig。 22 包含層 (ト レンチ)出土遺物 (石器)・ …・…………………………………………………… 32

Fig,23 包含層 (ト レンチ)出土遺物 (石器)。……Ⅲ……i・ ………………………………………… 34

Fig.24 包含層出土遺物 (玉類 。銭貨)。……………………………・………………………………… 35

Fig.25 水晶小玉チャー ト ……………………………………………………………………………… 36



表1 女川遺跡と周辺の遺跡一覧 `……………………………………………………………………・ 2

表2 土器 ,上製品観察表 1 ………………… ………………… ………………………………………40

表3 土器・土製品観察表2 …………………………………………………………………………Ⅲ 41

表4 土器・土製品観察表3 …………………………………Ⅲ………………………………………… 42

表5 土器・土製品観察表4 ……………………Ⅲ……………………………………………………中 43

表6 石器・石製品 。金属製品観察表 1 ………………………………Ⅲ……………………………Ⅲ・44

表7 石器・石製品・金属製品観察表2 ・…………………………………・………………………… 45

表8 石器・石製品 Ⅲ金属1製品観察表 3 ……………………………………………………………Ⅲ46

表9 石器 。石製品 。金属製品観察表4 ・………………………………・…………………………… 47

表10 石器 ,石製品 ,金属製品観察表 5 。……………………………………………………………。48

表11 石器・石製品・金属製品観察表 6 ………………………………………………… …………… 49

表12 石器・石製品 。金属製品観察表7 ……………………………………………………………… 50

111



巻頭図版 1

巻頭図版 2

巻頭図版 3

巻頭図版 4

PL。  1

PL。  2

PL。  3

PL. 4

PL. 5

PL. 6

PL. 7

PL. 8

PL. 9

PL。 10

PL。 11

PL。 12

PL。 13

PL。 14

PL.15

図 版 目 次

STl完掘状態

出土遺物 1(縄文土器)

出土遺物 2(石器)

出土遺物 3(石器)

調査前状況

調査状況・表土除去

調査状況 。トレンチ調査

トレンチ完掘状態

調査状況・グリッド調査

調査状況 。土壌選別,Fラ イン南壁土層断面

STl内堆積土層断面, STl内ベル ト除去状態

STl遺物出土状態

東壁土層断面

深掘 リトレンチ,同上堆積土層断面

調査状況・遺構調査

遺構完掘状態

STl完掘状態

STl完掘状態,ピ ット状遺構完掘状態

STl― SKl検 出状態,同上完掘状態

lV



第 I章 調査に至る経過

女川遺跡は,高知県高岡郡越知町女川北屋敷ほかに所在する,縄文時代から近世の遺跡である。

昭和51年刊行の『全国遺跡地図 高知県』の時点ですでに埋蔵文化財包蔵地として記載され,認識

されていた。縄文時代遺物の多 く採集される地点 として知られた遺跡であり,縄文時代後期 を主と

する石鏃・石槍・石斧・石核・象J片・縄文土器,な らびに土師器 。須恵器片などが採集されている。

石器石材はサヌカイ トが多い一方,姫島産黒曜石 もみられるとされ,ま た縄文土器は縄文時代後期

の宿毛式上器・平城式土器の採集が知 られている (1)

その後,平成 4～ 5年度に実施された高知県遺跡詳細分布調査― 高岡ブロックー の際,再度の

現地踏査を経て,女川遺跡の範囲,年代等,遺跡台帳の整備がなされた。この折にも石鏃等が採集

され,関係者 らの女川遺跡への関心は高まりつつあった。そして平成 7年度,折 しも女川遺跡内で

の種々の開発事業が間近に迫った越知町教育委員会は,女川遺跡に関する初の確認調査に着手 した。

これが女川遺跡の第 1次発掘調査であ り,越知町主体による埋蔵文化財の発掘調査第 1号であった。

全国的にも珍 しい弥生時代のガラス製品はこの時に出上 した。ほかにも,縄文・弥生時代 における

多数の石器・剖片類の出土は,石器製作跡の存在を予見させるものであったし,地元横倉山産出と

みられる凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)製の石器・剥片類の多数の出土は,石器素材における地域性を

示唆する重要資料であった。そしてこれら第 1次調査の有意義な成果を踏まえて,開発事業に関連

する第 2次,第 3次の発掘調査を継起的に実施 してきた。第 2次,第 3次調査では,主に中世・近

世の遺構・遺物が多 く確認でき,女川遺跡の中世 。近世の姿にアプローチするべ く,資料の蓄積が

なされた。

平成 7年度の 3次にわたる発掘調査を実施 して,越知町ひいては高知県の文化財行政における重

要な課題が提起された。それが,第 1次調査で確認されたガラス製品,及び石器製作跡に関連する

遺構・遺物の追究であった。平成 8年度,越知町教育委員会はこの課題に対処すべ く,国庫補助金

を導入 し,女川遺跡確認調査 として発掘調査を実施する運びとなった。発掘調査は財団法人高知県

文化財団埋蔵文化財センターならびに高知県教育委員会の指導のもと,越知町教育委員会が実施 し

た。発掘調査期間は平成 9年 2月 27日 ～ 3月 31日 で, 3月 20日 には調査成果の現地説明会を開催 し

た。調査対象面積は553だ,発掘調査面積は225m2で ぁった。

註

(1)越知町史編纂委員会『越知町史』高知県高岡郡越知町 1984年



第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

女川遺跡は高知県高岡郡越知町女川北屋敷ほかにあり,本次調査対象地の所在地は越知町越知字

東屋敷甲824香地2で ある。女川遺跡の所在する高岡郡越知町は,東西に長い高知県の中西部にあり,

県下第 2の流長を有する仁淀川の中流域に位置 している。仁淀川 と支流 。桐見川 との合流点から南

東側一帯が,町の中でも人口の集中する越知である。

越知町における遺跡の分布には 2つの特色が看取できる。 1つ は越知 とその周辺における縄文時

代及び中世の遺跡の集中分布であり,い ま 1つは町内北部の片岡周辺における中世の遺跡の集中分

布である。女川遺跡は前者,すなわち縄文時代及び中世の遺跡の集中する地域の一角に位置 してい

る。

女川遺跡をとりまく縄文時代遺跡には,下渡遺跡,中町遺跡,城戸遺跡,文徳遺跡,そ してやや

離れるが遊行寺遺跡,西岡遺跡,清水遺跡などを挙げることができる。下渡遺跡は,谷 1つ を隔て

て女川遺跡西方に位置する遺跡で,縄文時代早期の押型文土器などが採集されており,越知町内最

古の遺跡の 1つである。中町遺跡では石錘が採集されてお り,縄文時代後期と位置付けられている。

城戸遺跡はサヌカイ ト砕片が採集された遺跡で,ほかにも石鏃多数が採集されているようである。

桐見川左岸に位置する文徳遺跡は,縄文時代早期の押型文土器の採集が知られる遺跡で,下渡遺跡

と並んで越知町内最古の遺跡の 1つである。文徳遺跡では他にも縄文晩期土器や石器等が採集され

ている。その上流,桐見川右岸に位置する遊行寺遺跡では,チ ャー ト剖片が採集されている。仁淀

川左岸の丘陵部に位置する西岡遺跡では,チ ャー ト孝J片及び砕片が採集されている。また標高約

320mの 山腹緩傾斜面にある清水遺跡では,石鏃・石錐・石斧片などが採集 されてお り,縄文・弥

生時代の遺跡 と考えられている。

酌 遺  跡  名 時  代 No 遺  跡  名 時  代 No 遺  跡  名 時  代

★ 女 ,H 遺 跡 縄文・弥生・

中世・近世

8 文 徳 遺 跡 縄文～古墳

・近世

中 町 遺 跡 縄 文

1 清 水 遺 跡 縄文・弥生
。中世

9 遊 行 寺 遺 跡 縄文・近世 馬 ケ 崎 城 跡 中 世

2 本 村 遺 跡 弥生 。中世 10 柴 尾 遺 跡 古墳 。中世 18 城 戸 遺 跡 縄 文

3 西 岡 遺 跡 縄文・近世 天 忠 寺 跡 中 世 清 水 城 跡 中 世

4 ヤ ケ 坂 遺 跡 弥 生 柴 尾 城 跡 中 世 下 渡 遺 跡 縄文・中世

5 後 山 城 跡 中 世 木 倉 通 遺 跡 古 墳 東 光 寺 跡 中 世

6 文 徳 城 跡 中 世 越 知 遺 跡 弥 生

7 文 徳 古 墓 中 世 西 ノ 芝 遺 跡 中 ・ 近 世

表 1 女川遺跡と周辺の遺跡一覧
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第Ⅲ章 調査の方法

(1)調査 の 目的

第I章 に記したとおり,本次の調査には明確な目的があつた。すなわち,

① 弥生時代のガラス製品に関連する遺構 。遺物の追究

② 凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)を素材とする石器製作跡関連の遺構・遺物の追究

の2点である。そしてこれらを包括して,縄文・弥生時代の女川遺跡に接近することが本次調査の

目的であつた。

(2)調査の方法

1.調査範囲の選定

本次調査の対象地点は,越知町越知字東屋敷甲824番地2である。ここは,平成 7年度の第 1次発

掘調査において弥生時代のガラス製品ほかが出上 した試掘坑T P10を含んでおり,調査前の現況は

旧畑地にうっすらと盛土 (砕石等)が敷かれた状態であった。

当初は,最大で対象地点全域についての発掘調査を実施する予定であつたが,上記の調査目的に

則 した解答を抽出するため,ま た限られた条件の中で有意義な調査を遂行するために, 目的上重要

な箇所から優先的に発掘・記録作業をおこない,同一の優先順位に従って調査範囲の拡張をおこな

いつつ,調査を進める方策をとった。結果的には,第 1次発掘調査の試掘坑T P10の周囲から着手

し,こ こから西方へ環状に拡げていく形となり,対象地点全域を完掘するには至つていない。

2.調査の方法

本次の調査目的に対応するためには,フ ルイによる乾燥土壊選別を欠 くことはできなかった。そ

の理由は第 1に ,女川遺跡の遺物包含層の大半を占める黒色上が,湿潤状態で遺物に付着すると遺

物の視認性を著 しく低下させる土質であったため,微細といわれる遺物でなくとも逸 してしまう恐

れがあったこと。そして第 2に,第 1次発掘調査の試掘坑T P10か ら出上 した石器製作に伴う砕片

は,一辺 3 mmの網目のフルイを用いなければ採集できないような 5 mm以下の微小なものであり,同

時にガラス製品関連の遺物 も同様の微小なものまで把握・採取する必要があつたためである。

従つて,本次調査では徹底 してフルイによる乾燥土壊選別を実施 した。それは以下に記すように

清掃廃上にまで適用 し,本次に掘削 した遺物包含層に含まれる遺物の悉 くを採取することを目指 し

た。か りに乾燥土壊選別ではなく,水洗土壊選別によれば, より違つた結論を導けるかも知れない

が,当初から実現性の低い選択肢であつたため,本次の調査方法からは除外 した。

以下,調査方法について,(1)掘削方法,(2)土壌選別方法の 2つ に分けて記す。

(1)掘削方法

① 重機 (バ ックホー)を使用して,客土 (盛上部分)及び表土層 (遺物包含層上部,な らびに

攪乱部分)を掘削 。除去する。

② 重機掘削の完了部分について清掃をおこない,人力掘削開始面としてブルーシートで被覆・

4
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保護する。 (他所からの遺物の混入を防止する)

① 調査区東壁に沿つた南北方向の試掘溝 (Aト レンチ,幅50cm),及び調査区北壁に沿つた東

西方向の試掘溝 (Bト レンチ,幅50cm)を 設定し,人力によりV層上面まで掘削する。

① 調査区の形状にあわせた任意座標を設定し,こ れに基づく一辺 4mの方眼区画 (グ リッド)

により調査区を分割する。(Fig.3)座標北は,磁北に対してN-5° 19′ 20″ 一Eの関係にある。

⑤ 各グリッドの北辺・東辺沿いに幅50cmの 試掘溝 (ト レンチ)を設定し,人力によりV層上面

まで掘削する。調査区北辺 。東辺沿いに位置するグリッドは,Aト レンチ,Bト レンチに接す

るため,それぞれに替えることとし,重複設定しない。A-1,B-1,C-1,C-5,D

-1,D-5,E-1,F-1,G-1グ リッドはこれらに該当せず,ま たG-2,G-3グ

リッドは北辺 トレンチのみ掘削する。

⑥ ③・⑤のトレンチ内及び人力掘削開始面の清掃をおこなう。再び,人力掘削開始面としてブ

ルーシートで被覆・保護する。

⑦ 各グリッドをトレンチ調査の成果に基づく優先順位に従つて順次掘削する。掘削に際しては

Ⅱ～Ⅳ層の分層はもとより,層厚の厚いⅡ層を厚さ約15cm単位で 2～ 3つに分層しておこなっ

た。分層したⅡ層は,それぞれⅡ-1分層～I-3分層と呼称した。分層の境界線は各グリッ

ド個別のもので,グ リッド間共通ではなく,ま た地形の傾斜を考慮して水平でもない。

③ グリッド掘削後,V層上面の清掃・遺構検出をおこなう。

⑨ 検出遺構を掘削する。STl― SKlについては,遺構埋土を厚さ約10cmで 3つ に分層し,

掘削する。

⑩ 完掘に伴う清掃をおこなう。

① 東壁沿いに深掘リトレンチ 1箇所を設定し,掘削する。

(2)土壊選別方法

① 「掘削方法③」に伴う掘削土壌の選別をおこなう。(フ ルイの網目

② 「掘削方法⑤」に伴う掘削土壌の選別をおこなう。(フ ルイの網目

③ 「掘削方法⑥」に伴う掘削土壌の選別をおこなう。(フ ルイの網目

④ 「掘削方法⑦」に伴う掘削土壊の選別をおこなう。(フ ルイの網目

⑤ 「掘削方法③」に伴う掘削土壌の選別をおこなう。(フ ルイの網目

⑥ 「掘削方法③」に伴う掘削土壊の選別をおこなう。(フ ルイの網目

⑦ 「掘削方法⑩」に伴う掘削土壌の選別をおこなう。(フ ルイの網目

一辺 541m)

一辺 5 Hlm)

一辺 541m)

一辺 5 nlm)

一辺 5 Hlm)

一辺 341m)

一辺 5 Hlm)

また,以上の手順を有効なものとするため,次の点に留意した。

① 掘削作業にかかるグリッド以外はブルーシートで被覆・保護し,通行に伴う遺物の混入を防

止する。

② 土壌選別用の土壌は,当 日の作業終了段階でブルーシートで被覆・保護し,他の上壌からの

遺物の混入を防止する。

6
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なお,遺物出土状況の写真撮影,遺構の検出状態 。完掘状態の写真撮影等を随時おこない,堆積

土層断面図 (縮尺 :1/20),遺 構平面図 (縮尺 :1/20),調 査対象地範囲図 (縮尺 :1/100)

等を作製した。



第Ⅳ章 調査の成果

(1)層序 (Fig。 5)

本次の調査において確認された層序は,第 I層 :耕作土,第 Ⅱ層 :暗褐色土,第 Ⅲ層 :黒色土 ,

第Ⅳ層 :黒色土・責色粘質土混,第 V層 :橙黄色粘質土,第Ⅵ層 :暗責褐色粘質土,第Ⅶ層 :黄色

粘質上である。

第 I層 の表土層から第Ⅳ層までが遺物を含む層であり,第 V層以下からは遺物は検出されない。

第Ⅱ層は多量に遺物を含んでいるが,近代以降の攪乱層であり,こ れが一定期間を経て表土化 した

ものが第 I層である。第 I層上には砕石等の客土が存在 していたが,こ れと第 I層の殆どを重機掘

削により除去 し,第 Ⅱ層以下を人力掘削の対象とした。同時に人力掘削対象の土壌すべてについて,

乾燥土壌選別を実施 した。そして,土壌選別の網にかかったすべてのものを持ち帰 り,洗浄作業の

後に分類 した。

第Ⅱ層は平均30～ 40cmの層厚をもっており,調査の過程においては,一定の純粋性を予想してい

たため,約 15cm(プラスマイナス5 cm)を単位として分層し,取 り扱うこととした。第Ⅱ層の層厚

はグリッドによって異なるため,分層の境界線は一定でなく,む しろ,各分層の層厚を揃えること

を目指した。

第Ⅲ層 。第Ⅳ層は,第 1次調査以降,本次調査の終盤に至るまで,未攪乱の遺物包含層と捉えて

いたものであるが,竪穴住居跡STlを確認するに至り,住居跡内埋上の未攪乱部分と判明した。

すでに第Ⅲ層 。第Ⅳ層として一定量の遺物を取り上げた後であったため,層名は変更せず,こ れを

踏襲することとした。第Ⅲ層はいわゆる「黒ボク土」である。第Ⅳ層は第Ⅲ層と第V層 との漸移層

部分である。第V層はアカホヤ火山灰起源と考えられる,いわゆる「黄音地」層であり,こ の上面

において遺構検出作業をおこなった。上記した近代以降の攪乱行為 (樹木の抜根痕か ?)は 第V層

にまで達しており,ま た竪穴住居跡の掘り込みの深さからみても,第 V層上面はそのまま旧地表面

とはならない。

本次調査では無遺物の第V～第Ⅶ層の堆僚の下面に,段丘礫層とみられる円礫主体の堆積が現れ

る。本次調査地点における層序は,中位段丘上に位置するとされる越知・女川周辺の典型的な堆積

状況を示しているものと考えられる。
(1)

(2)遺構

第V層上面において,竪穴住居跡 1棟 (上坑状遺構 1基,柱穴 7基),ピ ット状遺構 (柱穴)7

基の遺構を検出した。以下,遺構について記 し,遺構出上の遺物については,他の遺物と併せて次

節に記すこととする。

1.竪穴住居跡STl

(1)竪穴住居跡 STl(Fig.6)

本次調査区のほぼ中央,東壁に接 して遺構の約半分を検出することができた。平面形は円形 とみ

8
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られ,直径8.25m,検出面からの深さは10～ 15cmである。攪乱のため掘 り方は乱れている。埋土は

第Ⅲ層 :黒色土,第Ⅳ層 :黒色土・黄色粘質土混であるが,遺存範囲は限られる。

床面上で土坑状遺構 1基,柱穴 7基を検出した。これらについては次項で記すが,主柱穴は 6本

(以上 ?)と考えられる。

遺物は縄文土器,弥生土器,及び石器多数が出上してお り,縄文土器11点,弥生土器 3点,石器

23点 を図示 した。 (Fig.10・ 15～ 17)

STlは 弥生時代前期の遺構 と考えられる。

(2)STl内 の遺構

① 土坑状遺構SKl(Fig,7)

STl内のほぼ中央に位置する中央土坑である。平面形は不整楕円形で,長径1.74m,短径1。 10m,

STl床面からの深さは34cmで ある。掘り方の断面形態は舟底形を呈する。遺構床面には2つの段

があり,複雑な形状をなす。埋土は暗褐色上の単一層である。

遺物は縄文土器,弥生土器,石器等が出上 しており,弥生土器 3点,石器 1点 を図示 した。

(Fig.10。 16)出土遺物には石器製作に伴うとみられる剖片 。砕片等が多くみられ,石器製作の中

心に位置する遺構と考えられる。

② 柱穴Pl(Fig.8)

平面形は不整卵形で,長径32clll,短径24clll,STl床面からの深さは32culである。北面に小段を

もつ。埋土は黒褐色土の単一層である。

遺物は土器細片 (縄文・弥生),石器砕片等が出上しているが,図示できるものはない。Plは

STlに伴う柱穴と考えられる。

③ 柱穴P2(Fig,8)

平面形は楕円形で,長径28cm,短径24clll, STl床面からの深さは18cmで ある。埋土は黒褐色土

の単一層である。

遺物は弥生土器細片,土師質土器,石器砕片等が出上しており,土師質土器 1点 を図示した。

(Fig,10)P2は 中世の所産と考えられる。

① 柱穴P3(Fig.8)

平面形は円形で,直径26cm, STl床面からの深さは44cmで ある。埋土は暗褐色上の単一層であ

る。

遺物は土器細片 (縄文・弥生),石器剣片・砕片等が出上 しているが,図示で きるものはない。

P3は STlに伴う柱穴と考えられる。
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⑤ 柱穴P4(Fig.8)

平面形は不整形で,長径32clll,短径27cm, STl床面からの深さは19clllで ある。埋土は黒褐色土

の単一層である。

遺物は弥生土器の細片が出上しているが,図示できるものはない。P4は STlに伴う柱穴と考

えられる。

③ 柱穴P5(Fig.8)

平面形は隅九方形で,長径23cm,短径21clll, STl床面からの深さは32cmで ある。埋土は暗褐色

土の単一層である。

遺物は土器細片 (縄文・弥生),石器象J片・砕片等が出土しているが,図示できるものはない。

P5は STlに伴う柱穴と考えられる。

② 柱穴P6(Fig,8)

平面形は不整形で,長径28cm,短径26cm, STl床面からの深さは28clllで ある。埋土は黒褐色土

の単一層である。

遺物は弥生土器細片,石器砕片等が出上しているが,図示できるものはない。P6は STlに伴

う柱穴と考えられる。

③ 柱穴P7(Fig.8)

平面形は楕円形で,長径24cm,短径22cm, STl床面からの深さは10cmで ある。埋土は暗褐色土

の単一層である。

遺物は土師質土器細片,石器砕片等が出上しているが,図示できるものはない。P7は中世の所

産と考えられる。

2.ピ ット状遺構 (Fig.9)

① Pl
平面形は隅丸方形で,長径34clll,短径31clll,検出面からの深さは42c41である。埋土は黒褐色上の

単一層である。

遺物は土器細片 (縄文・弥生 。中世・瓦器),石鏃 1点,石器砕片等が出上している。Plは 中

世の所産と考えられる。

② P2
平面形は円形で,直径27clll,検 出面からの深さは13cmである。埋土は黒褐色土の単一層である。

遺物は土器細片 (縄文・中世),石鏃 1点等が出上している。P2は中世の所産と考えられる。
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③ P3
平面形は不整円形で,直径28cm,検出面からの深さは25clllで ある。埋土は黒褐色土の単一層であ

る。

遺物は土器細片 (縄文・弥生 。中世・瓦器),石器砕片等が出土 しているが,図示で きるものは

ない。 P3は 中世の所産 と考えられる。

④ P4
平面形は不整楕円形で,規模は長径36clll,短径33clll,検 出面からの深さは42clnで ある。埋土は黒

褐色上の単一層である。

遺物は土器細片 (縄文・弥生 。中世・瓦器),近世磁器片,石器砕片等が出上しているが,図示

できるものはない。P4は近世の所産と考えられる。

⑤ P5
平面形は不整台形で,規模は長径・短径ともに42cm,検出面からの深さは38culで ある。埋土は黒

褐色土の単一層である。

遺物は土器細片 (縄文・弥生 。中世),石器砕片等が出土しているが,図示できるものはない。

P5は中世の所産と考えられる。

⑥ P6
平面形は不整精円形で,規模は長径36cm,短径32cm,検出面からの深さは44clllで ある。埋土は黒

褐色上の単一層である。

遺物は土器細片 (縄文 。中世・青磁),石器砕片等が出土しているが,図示できるものはない。

P6は中世の所産と考えられる。

⑦ P7
平面形は不整形で,規模は長径28cm,短径24cHl,検 出面からの深さは46clllで ある。埋土は黒褐色

上の単一層である。

遺物は土器細片 (縄文・中世・瓦器 ?),石器砕片等が出土しているが,図示できるものはない。

P7は中世の所産と考えられる。

(3)遺物

1.土器・土製品

(1)遺構出土土器 (Fig。 10)

① STl出 土土器 (Fig.10-1～ 14)

縄文土器と弥生土器,あ わせて14点 を図示した。

1～ 11は縄文土器である。 1～ 4は有文深鉢・口縁部片である。 1は 日縁部上面に沈線及び短沈

18
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=1驀

辞Ⅲ

「
１

日中

線を施文する。 2・ 3は 日縁端部に刻目もしくは短沈線を施文する。 1～ 3は松ノ木式上器, 4は

平城式上器である。 5は浅鉢・口縁部片である。 6・ 7は深鉢・口縁部片である。 8～ 10は有文深

鉢・胴部片である。 8は磨消縄文の土器で,宿毛式か。 9は平城式土器である。10は横位の短沈線

を施文する。11は深鉢 。胴部片で,条痕調整である。 1・ 5。 7・ 9。 10は Ⅳ層出土, 2・ 3・ 4

・ 6,8・ 11は Ⅲ層出土である。

12～ 14は弥生土器である。12は甕 ?・ 口縁部片で,頚部に沈線 1条,日唇部外端に刻目文を施す。

13・ 14は壷である。13は 隆帯を貼付し,外面側から穿子しがなされる。14は頚部片で,只占付文を有す

る。12・ 14は Ⅳ層出土,13は Ⅲ層出土である。



② STl― SKl出土土器 (Fな 10-15～ 17)

弥生土器 3点 を図示した。

15。 16は壺・口縁部片である。16は櫛描文,円形貼付文を施す。17は甕・底部片である。15は埋

± 1分層出土,16。 17は埋± 2分層出土である。

③ STl― P2出土土器 (Fig。 10-18)

18は土師質土器・底部片で,回転糸切り痕を有する。

(2)包含層 (分層)出土土器・土製品 (Fig。 11)

① 縄文土器 。土製品 (Fig.11-19～ 39)

19,20は有文深鉢 。日縁部片で,いずれも松ノ木式上器である。19は外面に縄文RLを有する橋

状把手部分で,B-4・ Ⅱ-2分層出上である。20は 回縁部上面に沈線及び縄文原体の押圧を施 し,

C-4・ Ⅱ-2分層出土である。21・ 22は外面に縄文帯をもつ深鉢・口縁部片で,いずれも縄文R

Lである。21・ 22は平城式土器で,21は C-4・ Ⅱ-2分層出土,22は C-4・ Ⅱ-1分層出土で

ある。23は有文深鉢・口縁部片で,磨消縄文施文の平城式土器である。C-4・ Ⅱ-1分層出土。

24は有文浅鉢の回縁部片で,C-3・ Ⅱ-3分層出上である。24は平城式上器か。25は 浅鉢・口縁

部片である。A-2・ Ⅱ-2分層出土。26。 27は 有文深鉢・口縁部片である。26は 口縁部上面に円

形刺突文を施す。27は外面及び口縁部上面に円形刺突文を施す。26は D-4・ Ⅱ-1分層出土,27

はB-4・ Ⅱ-1分層出土である。28は外面に縄文帯RLを有する深鉢・口縁部片である。 C-4

・ Ⅱ-1分層出上である。29は有文深鉢・回縁部片で,凹線 1な らびに縄文RLを有する。D-4

・ Ⅱ-1分層出上である。30は 口縁部片か。A-2・ Ⅱ-2分層出土。

31・ 33は有文深鉢・胴部片である。31は磨消縄文土器で,宿毛式か。33は充填縄文の土器で,平

城式か。31は E-4・ Ⅱ-1分層出土,33は B-4・ Ⅱ-2分層出上である。32は有文浅鉢・胴部

片である。C-4・ Ⅱ-2分層出上である。34～ 36は縄文施文の深鉢・胴部片で,縄文はいずれも

RLである。36は補修孔 1を有する。34～ 36は 平城式土器で,34は C-3・ Ⅱ-3分層出土,35は

D-4・ Ⅱ-1分層出土,36は C-4・ Ⅱ-1分層出上である。37'38は有文深鉢・胴部片である。

37は磨消縄文施文で,沈線の末端に刺突が入る。C-4・ Ⅱ-2分層出上である。38は沈線 3,凹

線 1及び巻貝刺突文 ?2を縦位に施文する。B-4・ Ⅱ-1分層出上である。

39は器種不明の上製品で,表裏両面に細い沈線文を施す。D-3・ Ⅱ-2分層出上で,縄文時代

の所産とみられる。

② 弥生土器 (Fig.11-40～ 43)

40は壺・口縁部片で,外面に沈線 1?,斜沈線文 (櫛描文 ?)を施す。弥生前期末か。41は甕・

口縁部片で,刻 目突帯を有 し,ハケ調整である。42は壺・口縁～頚部片で,外面に段を有する。41

・42は 弥生前期の所産である。43は 甕 。底部片で,平底である。弥生後期の所産とみられる。40～

43は C-4・ Ⅱ-2分層出上である。

20
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③ 瓦器 (Fig。 11-44)

44は瓦器・口縁部片で,皿か。内面は銀化している。D-4・ Ⅱ-2分層出上である。

④ 土錘 (Fig.11-45)

45は一端を欠く。表面のナデは不整で,重量は2.5gで ぁる。D-3・ Ⅱ-1分層出上である。
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Fig,13 包含層 (ト レンチ)出土遺物 (土器 )

(3)包含層 (ト レンチ)出土土器・土製品 (Fig.12～ 14)

① 縄文土器 (Fig 12・ 13)

46～ 64は 口縁部片である。 (Fig.12)

46～ 55は有文深鉢である。46は 波状口縁の波頂部片で,磨消縄文施文である。国縁部上面に沈線 ,

波頂部上面に刺突文を施す。47は波状口縁の谷部片である。外面の隆帯 ?両側に竹管刺突文を縦位

に施 し,同種の竹管文を口縁部上面にも施文する。46。 47は後期前半の所産 とみられる。48は磨消

縄文土器で,宿毛式上器である。49・ 50は 口縁部上面に短沈線を施文する松ノ木式上器で,49は平

面形菱形の貼付文が付 き,文様集約部をなす。51～ 54は磨消縄文施文の上器である。

51は松ノ木式上器と考えられる。52～ 54は平城式土器である。55は磨消縄文 LR施文で,宿毛式

土器か。

46・ 48。 49・ 52・ 55は A-3・ TR出土,471ま B-4・ TR出土,50・ 51は Bト レンチ出土,53

はAト レンチ出土,54は A-2・ TR出土である。

56は深鉢で,内面に縄文 LRを有する。平城式上器か。57は浅鉢 ?で,外面は強いナデ調整であ

る。58は ミガキ調整の深鉢で,松ノ木式土器 とみられる。59は波状口縁の深鉢で,松ノ木式上器で

ある。60・ 62～64は ナデ調整の深鉢である。61は浅鉢 ?で,平城式上器か。
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Fig.14 包含層 (ト レンチ)出土違物 (土器・土製品 )

56～ 57・ 59～ 621ま A-3・ TR出土,64は Aト レンチ出土,581ま A-2・ TR出土,63は C-3

・TR出土である。

65～ 81は胴部片である。 (Fig.13)

65～ 77は有文深鉢である。65は硬質の繊維による縄文を有 し,縄文中期・船元式上器と考えられ

る。66～ 77は磨消縄文施文の上器である。66・ 67・ 72～ 75。 77は縄文 RL,70。 71は縄文LRであ

る。71は充填縄文である。66～ 75は宿毛式土器 と考えられる。76は沈線文による文様集約部である。

76・ 77は平城式上器である。

65は B-2・ TR出土,66。 73は B-3・ TR出土,67は Aト レンチ出土,68は トレンチ清掃土

出土,69・ 70。 72・ 77は A-3・ TR出土,71・ 75は A-2・ TR出土,74は C-4・ TR出土 ,

76は C-3・ TR出上である。

78～ 80は深鉢である。78・ 79は縄文RL施文で,79は縄文原体による押圧文か。78は平城式上器

である。80は沈線状の四み 2条 を有する。81は胴部片で,外面にハケ状の条線がみられる。弥生土

器の可能性がある。

78～ 801ま A-3・ TR出土,81は Bト レンチ出上である。

② 弥生土器 (Fig.14-82)

82は 甕・口縁部片で,弥生前期か。C-4・ TR出上である。

③ 土師器 (Fig。 14-83～ 85)

83は壷 。日縁部片である。古墳前期か。84は鉢 ?・ 口縁部片である。85は甑・胴部片 (把手部片)

である。84・ 85は古墳時代の所産とみられる。

83・ 85は A-3・ TR出土,84は F-4・ TR出土である。
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④ 瓦器 (Fig。 14-86)

86は鉢 ?・ 口縁部片である。A-3・ TR出土である。

⑤ 青磁 (Fig.14-87・ 88)

87・ 88は碗で同一個体とみられる。いずれも外面に線描連弁文を施し,内面は無文である。

87は C-2・ TR出土,881ま C-3・ TR出上である。

⑥ 土錘 (Fig。 14-89。 90)

89。 90と もに一端を久く。89は表面不整である。重量は,89が 5。 3g,90が 5。 7gでぁる。

89は D-2・ TR出土,901ま C-2・ TR出上である。

2.石器

(1)STl出 土石器 (Fig.15～ 17)

① 縄文時代・石鏃 (Fig.15-91～ 95)

91～ 94は凹基,95は有茎鏃である。石材は91。 92がチャート,93～ 95がサヌカイトである。

93は Ⅳ層出土,91・ 92・ 94・ 95は Ⅲ層出上である。

② 弥生時代・石鏃 (Fig.15・ 16-96～ 105)

96・ 97は円基で,サヌカイト製である。98は 円基で,背面に礫皮面を多く残す。99は 凹基である
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日g.17 STl出土遺物 (石器 )

が,未製品の可能性がある。98・ 99は買岩製である。

100。 101は凹基,102は 円基である。103・ 104は基部を欠く。105は五角形を呈し,主 に片面調整

である。100～ 105は凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)製で,101～ 1051よ扁平な剖片を素材とする。

96～ 102は Ⅳ層出土,103。 105は Ⅲ層出土,104は STl― SKlの埋± 2分層出上である。

③ 尖頭器 (Fig。 16-106～ 108)

106は尖端部・基部を久き,107・ 108は ともに基都側を欠く。いずれも扁平な剖片を素材とし,

石材は凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)である。

108は Ⅳ層出土,106・ 107は Ⅲ層出上である。

④ スクレーパ (Fig。 16-109・ 110)

109は約半分を欠き,110は一端を欠く。■0は一部礫皮面を残す。いずれも扁平な剖片を素材とし,

石材は凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)である。

109。 110はⅣ層出上である。

③ 石錘 (Fig.17-111・ ■2)

111・ 112いずれも長軸両端部を打欠き,石材はともに砂岩である。

1■・112は Ⅲ層出上である。

③ 打製石庖丁 (Fig.17-113)

113は 泥岩の板状孝J片 を素材とする打製石庖丁か ?

113は Ⅳ層出上である。
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日g.19 包含層出土遺物 (石器 )

(2)包含層 (分層)出土石器 (Fig.18～ 21)

① 糸巳文時代・石鏃 (Fig.18-114～ 137)

114～ 124は凹基で,いずれもチャート製である。

125は平基,126～ 136は 凹基,137は有茎である。125～ 137はサヌカイト製である。

出土グリッド・層位は観察表に記す。

② 縄文時代・石錐 (Fig。 18-138～ 140)

138・ 139は尖端部が鈍っている。138は チャー

138は C-3・ Ⅱ-1分層出土,139は A-4
である。

→

5 cm

卜製,139。 140はサヌカイ ト製である。

・Ⅱ-1分層出土,140は A-2・ Ⅱ-2分層出土
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日g.20 包含層出土遺物 (石器 )

③ 縄文時代・有狭石器 ?(Fig。 18-141)

141は チャート製の有快石器 ?である。A-2・ Ⅱ-2分層出土である。

④ 縄文時代・スクレーパ (Fig.18-142)

142は サヌカイト製のスクレーパで,横長剖片を素材とする。C-3・ Ⅱ-2分層出土である。

③ 弥生時代・石鏃 (Fig。 19-143～ 154)

143・ 145は 凹基,144は基部を欠く。143～ 145は サヌカイト製である。

146・ 147は平基ぎみで,石材は買岩である。

148。 152は平基,149。 1501ま 凹基である。148～ 153は扁平な景J片 を素材とする。148～ 154は 凝灰

質頁岩 (酸性凝灰岩)製である。

出土グリッド・層位は観察表に記す。

30
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日g.21 包含層出土遺物 (石器 )

⑥ 弥生時代・尖頭器 (Fig。 20-155～ 158)

155。 156は痛平な剖片素材,1571ま縦長孝J片素材である。155～ 157は疑灰質頁岩 (酸性凝灰岩)

製である。158は チャート製で,扁平な剥片を素材とする。

155は B-4・ Ⅱ-3分層出土,156は C-4・ Ⅱ-2分層出土,157は C-3・ Ⅱ-1分層出土,

158は A-4・ Ⅱ-2分屠出上である。

⑦ 弥生時代・スクレーパ (Fig.20-159・ 160)

いずれも扁平な剥片を素材とする。160は尖頭器の未製品の可能性がある。使用石材は,159・

160と もに凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)である。

159。 160は C-3・ Ⅱ-2分層出上である。
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③ 有袂石器 ?(Fig。 21-161)

161は泥岩製の有快石器 ?で,左側縁部に調整 ?がみられる。縄文時代か ?

C-4・ Ⅱ-2分層出上である。

③ 石錘 (Fig。 21-162～ 167)

162～ 167と もに長軸両端部を打欠く。いずれも縄文時代の所産か ?

出土グリッド・層位は観察表に記す。

⑩ 日「石 (Fig.21-168)

花筒岩製で周縁部に敲打痕がみられる。

D-3・ I-2分層出上である。

(3)包含層 (ト レンチ)出土石器 (Fig。 22・ 23)

① 縄文時代 。石鏃 (Fig。 22-169～ 172)

169は平基 ?,170～ 1721よ 凹基である。169は チャート製,170～ 172は サヌカイト製である。

出土グリッド・層位は観察表に記す。

② 弥生時代・石鏃 (Fig.22-173～ 176)

173は基部を欠き,サ ヌカイト製である。175・ 1761ま 円基で,174は未製品の可能性がある。174

～176は扁平な剖片を素材とし,石材は凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)である。

出土グリッド・層位は観察表に記す。

③ 弥生時代・尖頭器 (Fig。 22-177～ 179)

177は チャート製で,痛平な剖片を素材とする。178・ 1791ま 扁平な剥片を素材とし,石材は凝灰

質頁岩 (酸性凝灰岩)である。

177は C-4・ TR出土,1781ま Aト レンチ出土,1791ま C-3・ TR出土である。

④ 弥生時代・スクレーパ (Fig.22-180～ 182)

180は チャート製で,扁平な剖片を素材とし,尖頭器の可能性がある。1821ま扁平な制片を素材と

する。181。 182は凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)製である。

180は C-4・ TR出土,181は C-4・ 清掃土出土,182は D-2・ TR出上である。

⑤ 石核 (Fig。 23-183)

183は 頁岩製の石核で,上下右方向から主に横長剥片を剖取している。弥生時代の所産と考えら

れる。 C-3・ TR出上である。
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日g.23 包含層 (ト レンチ)出土遺物 (石器 )

ψ
ー

187

34

6
10cm



⑥ 石錘 (Fig.23-184～ 190)

184～ 190は いずれも長軸両端部を打欠

く。縄文時代の所産か ?

出土グリッド・層位は観察表に記す。

⑦ 叩石 (Fig。 23-191。 192)

191は結晶片岩製,192は砂岩製である。

191。 192はいずれも表採遺物である。

(【ら)198

爾
３

４

麹
ｏ

日g.24 包含層出土遺物 (玉類・銭貨 )

3.玉類 (日g.24-193)

水晶小玉

上下端部は平坦。孔内面に,よ線状の研磨痕 (擦痕)がみられる。帰属年代は特定できない。

D-4・ Ⅱ-2分層出上である。

193については,ガラス製品の可能性があったため,肥塚隆保氏 (奈良国立文化財研究所)に分

析をお願いし,水晶との鑑定結果をいただいた。 (Fig,25)

4.金属製品 (日 g,24-194)

寛永通宝

約 1/4が残存。裏面上部に「文」銘を有する。

A-2・ Ⅱ-2分雇出上である。

註

(1)越知町史編纂委員会 『越知町史』 高知県高岡郡越知町 1984年
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第V章 総

(1)竪穴住居跡 STlに ついて

平成 7年度の第 1次調査で確認 されていた土坑状遺構を中央土坑 (中 央ピット)と する竪穴住居

跡を確認 した。遺構の埋没 した年代は,出土土器により弥生前期末頃と考えられる。竪穴住居跡の

検出は越知町管内においては初のことである。

竪穴住居跡の確認と,土坑状遺構の残 り半分の調査によって,平成 7年度の第 1次調査時に縄文

時代の上坑状遺構 とみられていたものは住居跡の中央土坑であり,ま た縄文時代後期の遺物包含層

とみられていた黒色土層は住居跡の埋上であったことが判明した。同時に,平成 7年度出上のガラ

ス製品は弥生時代前期の所産であることが追認された。

(2)出土土器について

本次の調査においては,縄文時代から古墳時代,そ して中世 。近世と,広範な年代にわたる土器

が出土 した。中でも量的に主体をなすものは縄文土器であり,宿毛式上器,松ノ木式土器,平城式

土器等の型式名が付与されている縄文後期前半代の土器がその大半を占めている。破片点数におい

ては表Aにあるとおり圧倒的であるが,破片の残り具合は悪く,幸 うじて上器細片と分類されない

程度の小破片が多数である。縄文土器に限らず,土器片の小破片化が著しいのは,女川遺跡の特徴

といえる。また,本次の調査においては縄文中期・船元式とみられる土器や,後期前半より後出す

る様相をもつ破片もみられ,縄文時代における遺跡の存続幅が前後に広がりつつある。

弥生時代に関しては,住居跡が検出されたにも関わらず,弥生土器の出土量はきわめて少ない。

なお,弥生後期土器,及び古墳時代の土器とみられるものが少量ながら出上しており,女川遺跡の

存続した年代幅は更に広がることとなった。現在のところ,越知町においてはこれ以上の各年代に

わたる遺跡は知られない。

なお表A中で,縄文土器,弥生土器,土師器,土師質土器の4器種以外は細片についても点数を

あげたために,見た目には数多く映るが,単純に前の4器種とは比較できないということを付記し

ておく。細片まで分類できるものと,そ うでないものとのを数量比較する際の問題点である。

(3)出土石 器 につ い て

出土土器もさることながら,多量の石器の出土は本次調査の大きな成果である。表Bな らびに表

Cに示したとおり,剖片石器及びその製作に伴う剖片・砕片類の出土量には目を見張るものがある。

徹底した遺物採取方法が結実したものと理解している。ただし,これらは縄文・弥生両時代の石器

の総合された状態であるが,すでに遺物の項で分類したとおり,石器石材や石器製作技法の面で明

らかな違いが認められる。

まず弥生時代の石器石材は,凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)(1)を 中心とし,赤色を呈するチャート (表

C中のチャートA)と ,若干のサヌカイトがこれに加わる。石鏃 。尖頭器・スクレーパなどが器種

としてあげられるが,中でも尖頭器の多さは注目される。石器の製作技法は,薄 く板状に劉取した



素材剖片の周縁部の調整剥離を主とする,凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)使用の石鏃・尖頭器に最も特

徴的に現れている。礫皮面を残す大型の石核から,板状の素材景J片 ,最終加工工程で生 じた砕片類

までが本次調査区内から得 られてお り,特にSTlと その周辺に集中する傾向が窺われる。 STl

については,転石の状態から製品までの加工を一貫 しておこなう,工房的な性格を考えなければな

らない。なお,従来越知町横倉山原産の石器石材 として注 目してきた凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)は

弥生時代前期段階の主要石材であることが,今回の調査で判明した。

縄文時代の石器石材については,サヌカイ トが支配的であり,上記の「赤色を呈するチャー ト」

を除いた各色調のチヤー ト (表 C中のチャー トB)がこれに続 く。石鏃・石錐が主要な製作器種で,

特に石鏃の量は圧倒的である。現在,住居跡等が未検出であ りながら,お よそ250点以上もの石鏃

を出土するのは,改めて,女川遺跡の最大の特徴といえよう。しかし,その形態には様々なものが

見受けられ,縄文時代の中でも年代差を考えさせられる。縄文時代の石鏃の種々の形態に関しては,

今回図化できなかったものも含めて,検討すべき課題である。

なお,頁岩製石鏃の中には弥生時代の石器製作技法の特徴をもつものが含まれている。しかし,

「頁岩」でひと括りにした頁岩質の石材には,数種類のものが混在しており,詳細は佃別石材ごと

の検討を必要とする。

箪)出土遺物について

調査方法の項で記したとおり,本次の調査では徹底した遺物採取方法を採用した。土壊選別作業

を経て,水洗選別作業の対象となった遺物 (上壌を含む)量 は,上のう袋満杯に詰めて約150個分

ほどであつた。調査時点では,ガラス製品や石器類の検出を目的としたものであったが,室内作業

の進展に伴い,こ の遺物総量がもつであろう多くの可能性を考えるに至った。もちろん採取方法自

体に全 く問題がないわけではないが,一定の方針によつて取り上げることができた資料群として,

あるいは実験データ的な用途にも対応することを考え,現時点においては選別・廃棄せずに残した

全遺物を集計して一覧表 (表 A・ B)と して提示し,本次調査の成果の 1つ に加えることとした。

「現地取上」の段にはフルイ選別を用いずに採集できた遺物量を,「土壌選別」の段にはフルイ選

別で採集できた遺物量を,それぞれ示している。遺物の集計方法にも種々問題があろうが,一部重

量による集計表記も使用した。本次調査で取り扱つたすべての遺物を, どんな形にしろ本文に登場

させることを意図した次第である。これら集計データから得られる情報については,今回論及する

ことはできないが,同 じく紹介できなかった多くの遺物とあわせて,今後検討していかなければな

らない課題である。

註

(1)凝灰質頁岩 (酸性凝灰岩)については,安井敏夫氏 (越知町立横倉山自然の森博物館)に ご鑑定,ご教

示いただいた。
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表 2 土器・土製品観察表 1

挿図番号 出土地点・層位 器種

器形

ｍ
　
　
　
宮

量法 文様・ 調整   外面

内面

卜面

色調 外面

内面

胎土 蒲考

Fig.10-1 STl・ Ⅳ層 縫文土器

有文深鉾

残高 18( ナデ

下明

爵

月赤褐

7.'R4/
5YR 5/

長石 隠文後期・松ノ本式

Flg。 10-2 STl・ Ⅲ層 縄文土器

有文深鉢

口緑部片

曳高 38( ナデ

ナデ

こぷい黄褐 10YR 5/
″    ″  5/

長石,石英,

チャート

隠文後期・ 松ノ本式

沌 ■0-3 STl・ Ⅲ層 縄文土器

有文深鉢

日経鍬時

晩高 3.3〔 ナデ

ナデ

にぶい褐  7.5R5/4
にぶい黄橙 10YR 6/3

長石,石英 ,

雲母

縄文後期・松ノ木式

Fig。10-4 STl・ Ⅲ層 穐文土器

有文深鉢

晩高 451 沈線 3,縄文RL
ナデ

ミ褐    10YR 3/2
黒     ″ 2/1

長石,石英 ,

角関石

縄文後期・平城式

沌 10-5 STl・ Ⅳ層 電文土器

美鉢

コ綴郎 片

残高 4.9〔 ミガキ

ミガキ

／

″

留
″

甲 罠石,石英 ,

碕閃石

隠文後期

■g10-6 STl・ Ⅲ層 縄文土器

深鉢

残高 4.在 ナデ

ミガキ,ナデ

にぷい☆橙 10YR 7/
灰黄褐    ″  5/

長石,石英 ,

雲母

照文後期

強■0-7 STl・ Ⅳ層 縄文土器

深鉢

回綾部片

残高 2.8〔 ナデ

ナデ

又褐    7.aR 4/2 長石,角関石 隠文後期 ?

Flg 10-8 STl・ Ⅲ層 縄文上器

有文深鉢

H扇凱昨

残高 2.80 沈線2,縄文LR?,ナデ

ナデ,ヘラナデ

こぷい☆糧 10YR 6/t
豊    7.5YR 6/〔

長石,石英,

チャート

に文後期・ 宿毛式 ?

Fig■ 0-9 STl・ Ⅳ層 隠文土器

有文深鉢

残高 2.7℃ 隠文RL
ナデ

明赤褐   5YR S/(
にぷい費褐 10YR 5/〔

監石,石英 ,

E母

蠅文後期・平城式

Flg 10-10 STl・ Ⅳ層 縄文土器

有文深鉾

残高 3.8( 短沈線文.ナデ

ナデ

疋黄褐   10YR 6/2
母灰     ″  5/1

罠石,石英,

E母

亀文後期

地 10-11 STl・ Ⅲ層 隠文土器

際鉢

発高 5,1: 終度

氣痕,ナデ

月赤褐   5YR 5/(
こぶい黄糧 10YR 7/と

長石,石英 ,

角関石,雲母

電文後期 ?

Fig。10-12 STl・ Ⅳ層 本生土器

霊?

晩高 20〔 尤線 1,刻目文

ナデ

完費桂

こぶい費橙

10YR 8/と
″  7/′

石英,長石 ,

雲母

麻生前期

尉g.10-13 STl,H層 小生上器

廷

残高 2.3( 隆帯3,穿孔,ナデ

ナデ

にぷい褐  7.5YR 5/4
にぶい賞證 10YR 6/4

長石 弥生前期

Flg,10-14 STl・ Ⅳ層 弥生土器

壷

残高 2.5( 沈線,貼付文

ナデ

にぶい黄程 10YR 7/4
灰    5Y 4/1

長石 弥生前期

■g,10-15 sTl― SKl
里±1分居

弥生土器

壺

残高 5.2C ナデ,押圧

ナデ,押圧

にぷい黄橙 10YR 6/ 腱石,石英 ,

醸母

年生前期 ?

沌,10-16 STl― SKl
哩±2分層

弥生土器

壷

日 経 報 貯

践高 4.5( 節描き文,円形貼付文,沈線1?
ナデ

糧    7.5YR 6/(
にぷい☆橙 10YR 6/イ

監石,石英 麻生前期末

尉g10-17 sTl― SKl
埋±2分層

弥生上器

喪

直報 貯

曳高 4.30 デ

デ

ナ

ナ

ケ

圧

ヽ

甲

こぷい黄栓 10YR 7/
6/

石英,長石 ,

角閃石 ?

麻生前期

Flg 10-18 sTl―P2 土師質土器

底部片

残高 0,9E EEH転糸切り痕

]転ナデ

にぷい資橙 10YR 7/こ ヨクロ右

■g。 11-19 B-4・
Ⅱ-2分 層

縄文土器

有文深鉢

段再 2.8C 電文RL,ナデ

ナデ

にぶい橙  7.5YR 6/
灰褐     ″  5/

譴石,石英 電文後期・松ノ木式

爵状把手部分

沌.11-20 C-4・
I-2分 層

縄文土器

宮文深鉢

曳高 2.7( ナデ (粗い)

ナデ
Ⅲ趨 1 4B寸 膚 仏 抑 FF

卜褐    5YR 4/(
月赤褐    ″  5/(

長 石 , 石英 ,

チャート

電文後期・松ノ本式

Fig ll-21 C-4・
ユー2分層

電文土器

祭鉢

¬爆 Ж 貯

晩高 3.0〔 電文RL,ナデ

ナデ

曽褐   7.5YR 3/
ふ褐   2.5YR 4/

長石,石英 ,

雲母

喝文後期・ 平城式

Fig ll-22 C-4・
Ⅱ-1分 層

電文土器

案鉢

残高 2.釈 縄文RL,ナデ

ナデ

欄赤

褐

暗

赤

5YR 3/
2.5YR 4/

長石,石英 ,

雲母

隠文後期・ 平城式

rig,11-23 C-4・
I-1分 層

艇文土器

有文深鉢

残高 1.6〔 沈線1,縄文RL
ナデ

にぶい黄機 10YR 7/ 長石,石英 ,

角閃石,雲母

隠文後期・平城式
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表 3 土器・土製品観察表 2

挿図番号 出土地点・ 層位 種

形

締

器

器

鯨

去量 (lall)

`frヽ

文様・ 調整 画

面

面

外

内

ト

色調    外面

内面

瞥土 臓考

FIg ll-24 C-3・
I-3分 層

縄文上器

有文浅鉢

費苗 3.2( 沈線2,縄文Rと ,ミ ガキ

ナデ (丁事)

灰黄禍   10YR 4/
にぶい黄褐  ″ 4/

長石,石英 ,

角関石,雲母

隠文後期・平城式 ?

Flg ll-25 A-2・
Ⅱ-2分 層

縄文土器

浅鉢

費面 1.1( デ

一ア

ナ

ナ

にぶい黄橙 10YR 6/
〃    ″  7/

長石,チャー ト 縄文後期 ?

Flg ll-26 D-4・
Ⅱ-1分 層

縄文土器

有文深鉢

曳高 3.0( ナデ (剥 落)

ナデ (剥 落)

曳費糧   10YR 3/望
〔ぷい橙  7.5YR 7/“

石英 ,長石 ,

雲母

縄文後期

Fig ll-27 B-4・
I-1分 層

縄文主器

有文深鉢

曳高 3.4〔 ¬形刺突文2,ナデ

オデ (粗い)

こぶい責橙 10YR 7/C 石英,長石,

チャート

隠文後期

Fig ll-28 C-4・
I-1分 層

縄文土器

深鉢

曳高  2.4〔 縄文RL,ナデ

ナデ,ミ ガキ

こぷい褐  7.6YR 5/〔
登     5YR 6/(

長石,石英,

チャート

L文後期

F進 11-29 D-4・
I-1分層

縄文土器

有文深鉢

曳高 3.2( 凹線1,縄文RL,ナデ (ヘラナデ)

ナデ

曹褐    7.5YR 3/
こぶい黄褐 10YR 4/

石英,長石 ,

雲母

隠文後期

沌 .11-30 A-2・
I-2分 層

縄文土器

口縁部片 ?

曳高 2.2〔
デ

コ
ア

ナ

ナ

(丁寧 ) 月黄褐   10YR 6/(
完黄     2.5Y 7/〔

長石,石英 ,

角閃石

隠文後期

llg ll-31 E-4・
正-1分 層

器

鉾

土

深

時

文

文

凱

縄

有

雨

曳高 24 沈線2,経文RL, ミガキ

ミガキ

音赤欄

音褐

5YR 3/
7.5YR 3/

贄石,石芙 ,

臓母

電文後期・宿毛式 ?

Fig ll-32 C-4・
Ⅱ-2分 層

縄文土器

有文浅鉢

曳高 2.5て 施線3,ミ ガキ

ミガキ

こぷい赤褐

黒褐

／

／

Ｒ

Ｙ

Ｙ

　

・
５

長石,雲母 ,

百英

電文後期

■g■ 1-33 B-4・
■-2分 層

縄文土器

有文深鉢

R日報片

晩高 4.3〔 沈線2,縄文RL
ナデ

こぶい橙

こぶい責程

／

／

Ｒ

Ｒ

７
．
５Ｙ

・ＯＹ

長石,石英 ,

雲母

電文後期・平城式?

お填縄文

Fig。 11-34 C-3・
Ⅱ-3分層

縄文土器

深鉾

爾 駅 H‐

曳商 3.2t 隠文RL
ナデ

にぶい赤褐 5YR 3/
にぶい責褐 10YR 5/

長石,石英 ,

角閃石,雲母

電文後期 。平城式

Flg ll-35 D-4・
Ⅱ-1分 層

器土
　
　
貯

文

鉢

部

縄

深

ｍ

曳高 2.6( 見文RL
ナデ

にぷい責糧 10YR 6/3
黒褐    2.5Y 3/1

長石,石英 電文後期・平城式

F竜 11-36 C-4・
Ⅱ-1分 層

器土
　
　
貯

文

鉢

瓢

隠

架

ｍ

党高 21C 電文RL
カデ

明赤褐   6YR 5/(
にぶい黄褐 10YR 5/ィ

節
船

石英,

チャート

電文後期・平城式

喀修孔 1

■g ll-37 C-4・
Ⅱ-2分 層

器

鉢

辻

難

難

縄

有

ｍ

曳高  30〔 売線文 (末端刺突),縄文RL,ミガキ

ミガキ

天責褐   10YR 5/2
曽灰     2.5Y 4/1

罠言,石英,

醸母

電文後鋼

Fig ll-38 B-4・
Ⅱ-1分 層

器

鉢
辻
難
船

腱

宮

旧

残高 23〔 を線3,巻貝刺突文?2,凹線1,ミ ガキ

ナデ

にぶい責橙 10YR 6/
にぷい黄獨  ″ 5/

監石,石英,

E母

電文後期 ?

Fig ll-39 D-3・
Ⅱ-2分 層

上製品 全長 36C

全幅 3.OC

尤線文 (細 い)

先線文 (細 い)

たぷい黄橙 10YR 7/
″    ″  6/

壁石,石英 電文後期 ?

Flg,11-40 C-4・
Ⅱ-2分 屈

弥生土器

奎

残高 8,9t 沈線?1,斜沈線文

ナデ?

Cぶい黄橙 10YR 6/4
驚灰    2.5Y 4/1

ξ英? 小生前期末

沌 .11-41 C-4・
I-2分層

器

　

片

上

　

部

生

　

緑

林

盛

日

残高 2.6℃ 奥帯,刻 目文,ハケ?,ナデ

ナデ

tぷい責種 10Y R 6/

6/

テャート ふ生前期

Fig ll-42 C-4・
Ⅱ-2分 層

器

　

片

土
　
　
縄

生
　
　
経

杯

董

コ

残高 2.6C 接合痕に段,ナデ

ナデ?

褐

灰

驚

鸞

2.5Y 5/3
4/1

員石 ふ生前期

Fig,11-43 C-4・
I-2分層

器土
　
　
許

生
　
　
部

小

盛

臣

ＯＣ

４Ｅ

高

径

残

嵐

ハケ

ハケ

蜀灰    10YR 4/】
月赤褐   5YR 5/て

破石

母

長

雲

小生後期

子底

Fig■ 1-44 D-4・ 屁器

ヨ繰穂片

礎高 15C 一ア
　
　
一す

ナ

　

＋

灰 SY 5ノ I 有面銀化

Fig ll-45 D-3・
I-1分 層

土鍾 全長 2.8(

全幅 1.2(

全厚 0.9〔

孔径 0.3(

壼I クif

ナデ (不整) 浅黄    2.5Y 7/g
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表4 土器・土製品観察表 3

挿図番号 】土地点・ 層位 種

形

�

器

器

獣

ｍ
　
　
　
宜

量法 文様 。調整   外面

内面

卜五年

色調   外面

内面

冶土 備考

Fig■ 2-46 A-3・ TR 礎文土器

有文深外

践高 3,7( 虎線2,縄文RL
ナデ

こぷい黄橙 10YR 6/麹 長石,石英 ,

雲母

縄文後期

波頂部片

■g。 12-47 8-4 ,TR 亀文土器

守文深鉢

¬銀鍬貯

残高 2.8( 螢帯,竹管刺突文,ナデ

ナデ

こぷい黄種 10YR 6/k
こぶい種  75YR ″

長石,石英 ,

雲母

絶文後期

Fig 12-48 A-3・ TR 電文上器

苺文深鉢

勇百 19( 線

デ

沈

ナ

縄文LR,ミ ガキ,ナデ

ミガキ (ヘラナデ)

こぶい貢橙 10YR 6/4
豊    7.5YR 6/6

長石,雲母 亀文後期・ 宿毛式

Fig 12-49 A-3・ TR 縄文土器

有文深鉢

同鏡都昨

残高 42C ナデ

ナデ

児黄欄   10YR 6/
こぶい黄褐  ″  4/

驚石 電文後期・ 松 ノ木式

虎頂部片

尉g12-50 Bト レンチ 縄文土器

有文深鉢

残高 3.2C 沈線?1,ナデ

ナデ

こぶい責橙 10YR 6/4
Cぷい橙  7.5Y R ″

罠石 電文後期・ 松 ノ木式

沌.12-51 Bト レンテ 器

鉾

土

深

片

文

文

郎

隠

有

同

残高 2,7C 沈線2,縄文LR,ナデ

ナデ

にぷい黄橙 10YR 7/〔 F色砂粒 電文後期・ 松 ノ木式

沌■2-52 A-3・ TR
理螂緋

曳高 2.4C を線2,縄文RL,ナデ

オデ

にぶい褐  7.5YR 5/イ
明赤褐   5YR 5/(

磁石,石英 電文後期・ 平城式 ?

沌,12-53 Aト レンテ 電文土器

宙文深鉢

■場歎 H・

晩高 3.7( 定線2,縄文RL?
ナデ

明赤欄   2.5YR 5/(
褐    7.5YR 4/そ

罠石,石英 ,

盛母

電文後期・ 平城式

■g。 12-54 A-2・ TR 縄文土器

有文深鉢

口嬢報 H・

曳高 2.3〔 尤線1,縄文?

ナデ?(剥落) 黄

褐

灰

黒

暗

10YR 3/
2.5Y 5/

罠石,石英 ,

塵母

電文後期・ 平城式

FIg,12-55 A-3・ TR 縄文土器

有文深鉢

費高 3.3( 縄文LR,ミガキ

ミガキ

にぶい黄橙 10YR 6/`
資灰    2.5Y 4/:

長石,石英 ,

襲母

隠文後期・ 宿毛式 ?

lig■ 2-56 A-3・ TR 縫文主器

深鉢

口繰部片

残高 13( ナデ

縄文LR
尉灰   7.5YR 4/
電     ″ 4/

長石,石英 ,

雲母

縄文後期・ 平城式 ?

■g12-57 A-3・ TR 縄文土器

浅鉢 ?

口綴部片

残高 3.Ol ナデ (強い)

ヘラナデ,ナデ

又黄褐   10YR 4/1
こぷい黄橙  ″  6/を

長石,石英 ,

角閃石

縄文後期

F竜 .12-58 A-2・ TR 縄文土器

深鉢

残高 3.0( ミガキ
ミガキ,ヘラナデ?,ナデ

こぷい黄橙 10YR 7/ 長石,石英 ,

雲母

縄文後期・ 松 ノ本式 ?

■g12-59 A-3・ TR 器

　

眸
鯉癬蝉

残高 2.20 ナデ｀

ナデ

曳黄橙   10YR 3/ 長石,石英 ,

雲母

電文後期・ 松 ノ木式

虎状口緑

■gユ2-60 A-3・ TR 縄文土器

深鉢

残高 4.55 デ

デ

ナ

ナ

月褐    7.5YR S/(
〔ぷい黄掲 10YR 5/こ

石英,長石 電文後期

Fig 12-61 A-3・ TR 電文土器

完鉢 ?

残高 3.2( ナデ?(摩滅)

ナデ

tぷい資橙 10YR 7/イ
tぷい橙  7.5YR 6/イ

長石,石英 ,

雲母

電文後期 。平城式 ?

Fig。12-62 A-3・ TR 器
　
船

文

鉢

綴

電

案

ヨ

磯商 4.7( ナデ
ヘラナデ (条線)

にぶい資種 10YR 6/ 驚石.石英 電文後期 ?

ng 12-63 C-3・ TR 縄文土器

深鉢

喪高 2.3( ナデ

ナデ (強い)

灰資褐   10YR 4/
にぶい褐  7.5YR 5/

監石,石英 児文後期

Flg 12-64 Aト レンテ 縄文土器

深鉢

農高 2.0〔 デ

一ア

一サ

ナ

ナ

十

にぷい赤褐 5YR 4/ 長石 隠文後期

Fig 13-65 B-2 ・ TR 器

鉢

土

深

時

文

支

獣

縄

有

雨

残高 2.7( 沈線1,無節縄文L?,条痕?

ヘラナデ (沈線状)

こぷい褐  7.5YR S/1
こぷい黄褐 10Y R ″

罠石,石実 隠文中期・ 船元式

Fig 13-66 B-3・ TR 器

鉾

土

深

片

文

文

部

残高 3.OE 沈線3,縄文RL
ナデ

訥
″

10Y R ／

″

長石,石実 ,

雲母

隠文後期・ 宿毛式 ?

■g13-67 Aト レンチ 器

鉢

土

深

片

文

文

部

践高 1.5こ 沈線2,純文RL
ナデ

こぶい褐  7.5YR 5/
疋黄褐   10YR 6/

長石,石英 ,

角閃石,雲母

電文後期・ 宿毛式

尉g13-68 TR清掃土 器

麟

い

文

文

諏

曳高 2.0〔 沈線2,ミガキ

ナデ

こぶい黄褐 10YR S/遭
q灰    5YR 5/1

石英,長石 電文後期・ 宿毛式 ?

42



表 5 土器・土製品観察表 4

挿図番号 当土地点・層位 種

形

府

器

器

獣

法量 (lal) 文様・調整  外面

内面

卜百

色調    外面

内面

治土 備考

Fig 13-69 A-3・ TR 器

鉾

土

深

貯

文

文

郎

縄

有

隔

残高 1.8( 沈線 1,磨消縄文?

ナデ

にぶい黄褐 10YR 5/を
明黄褐    ″  6/(

長石,石英 ,

雲母

隠文後期・宿毛式 ?

ng 13-70 A-3・ TR 器

鉢

土

深

Ｌ

文

文

蝋

縄

有

哺

残高 2.2C 先線1,縄文LR?,ナデ

ナデ

にぶい赤禍

黒褐

5YR 4/
7.5YR 3/

長 石 隠文後期・ 宿毛式 ?

Flg。13-71 A-2・ TR 器

鉢

主

深

時

文

文

鍬

縄

有

晰

残高 3.2〔 を線3,縄文LR?
ナデ

又褐    7.5YR 4/
贅灰     2.5Y 4/

長石,石英 縄文後期・ 宿毛式 ?

充壊縄文

Fig 13-72 A-3・ TR 縄文土器

有文深鉢

日日報貯

残高 3.5C 線

デ

縄文RL 橙 7.5Y R 6/ 石芙,長石 隠文後期・宿毛式 ?

Fig 13-73 B-3・ TR 電文土器

営文深鉾

日鍬 H・

賞高 2.項 線

デ

(末端押圧),縄 文RL 橙     5YR 6/
にぶい黄褐 10YR 5/

長石,石英 隠文後期・宿毛式 ?

Flg 13-74 C-4・ TR 器

鉢

上

深

昨

文

文

瓢

電

存

同

受高  2.5( 充練1,縄文RL,ミ ガキ

ミガキ?(丁寧なナデ)
褐

禍

赤

赤

勇

2.5YR 4/(
5YR S/(

【石,石英,

盛母

蠅文後期・宿毛式 ?

■g,13-75 A-2・ TR 器

鉢
辻
媒
鮒

亀

守

胴

暁高  L8( 沈線1,縄文RL,ナデ

ナデ

にぶい黄橙 10YR 6/
黒褐   7.5YR 3/

隆石,石英 電文後期・宿毛式 ?

■g,13-76 C-3・ TR 器

鉢

上

深

時

文

文

獣

縄

有

隔

残高 28( 沈線6,磨消縄文?

ナデ (ヘラ痕)

にぶい黄橙 10YR 6/`
″   ″ 7/1

長石,石英 ,

雲母

電文後期・平城式

Fig 13-77 A-3・ TR 端

麟

昨

敏
敲
闊

攪高 3.1( 沈線2,縄文Rと ,ナデ

ナデ

黒欄   10YR 3/
にぷい機 7.5YR 6/

石英,長石 電文後期・平城式

Fig 13-78 A-3・ TR 器土
　
　
時

文

鉢

瓢

縄

深

繭

残高 2.21 縄文RL
ナデ

褐

褐

暗

黒

7.5YR 3/3
ЮYR 3/1

石英,曇母 ,

長石

隠文後期・平城式

Flg 13-79 A-3・ TR 器辻

鉢

単

縄

深

隔

残高 25( 縄文RL(原体押圧?),ナデ

ナデ

にぷい黄橙 10YR 6/3
責灰    2.5Y 4/1

罠石,石英 阻文後期

Fig 13-30 A-3・ TR 端

　

　

い

緻
籍
繭

残高 4.0( 沈線?2,ナデ

ナデ (強い)

にぷい褐 7.5YR 5/
″    10YR 3/

長石,石英 電文後期 ?

ng.13-81 Bト レンチ 隠文土器 ?

同部片

残高 5.4 ナデ,ハケ状擦痕

ナデ (粗く強い,ハケ状)

暗灰責   2.5Y 4/E 長石,雲母 ,

百英

電文後期 ?

Fig 14-32 C-4・ TR 弥生土器

甕

口緻部片

残高 2.1( デ

一ア

ナ

ナ

灰黄褐 10YR 4/' チャート 胚生前期

Fig 14-83 A-3・ TR 土師器

重

口縁部片

残高 2,9( 一ア

一ア

ナ

ナ

隆 5YR 6/(
7.5YR 7/(

石英,長石 , 子煩前期 ?

Fig。14-84 F-4 ・ TR 土師器

鉢 ?

残高 41( 屋

デ

押

ナ

デ

圧

ナ

押

にぷい黄糧 10YR 6/イ
栓     5YR 6/て

g英,長石 ,

特閃石

ζ墳時代 ?

ng.14-85 A-3・ TR 土師器

甑 ?

残高 2.2( ナデ,押圧

ナデ

明黄褐   10YR 6/( 罠石 与墳時代 ?

軋g.14-86 A-3・ TR 瓦器

鉢 ?

残高 300 デ

一ア

ナ

ナ ヘラナデ

橙

欄

驚

ミ

10YR 8/4
″  3/1

罠石,石英

Fig■ 4-87 -2・ TR 青磁

碗

残高 2.5( 線描蓮弁文

無文

こぷい黄欄 10YR 5/ィ
煮褐    2.5Y  ″

罠石,石英 勺外面施釉

■g14-88 C-3・ TR 青磁

碗

残高 2.4C 線描蓬弁文

無文

こぷい黄褐 10YR 5/ 少岩 勺外面施釉

Fig 14-89 D-2・ TR 土鍾 鋭

項

３Ｃ

Ｉ

ィ

鋲
錦
餌
確
苺

ナデ,不整 曳責橙   10YR 8/ィ

,lg 14-90 C-2・ TR 土錘 全長 3.2(

全幅 1.4C

全厚 13C
孔径 0.5て

重I氏 7f

ナデ tぷい黄橙 10YR 7/〔
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表 6 石器・石製品 。金属製品観察表 1

挿図番号 出土地点・

層位

器種・器形 法量 (clll)

(宮 )

調 整 等 石 材 備  考

Fig,15-91 STl・ Ⅲ層 石鏃 ２０

５０

２５

莉

長
幅

厚
畳

全

全

全

重

寇存。 チャー ト 縄文時代

Fig。 15-92 STloⅢ 層 石 鏃 笞当f斑     1.55

全幅  1,45
全厚  0.30
重量    0.70

墓部欠損。 チャー ト 縄文時代

Fig■5-93 STl・ Ⅳ層 石鏃 全長  2.00
全幅  1,70
全厚  0,40
重畳   0.90

完存。 ナヌカイト 縄文時代

Fig,15-94 STl・ Ⅲ層 百鏃 鋲
鋼
筈
穀

基部欠損。 サヌカイ ト 隠文時代

■g.15-95 STl・ Ⅲ層 石鏃 全長  1.9C
全幅  1.8C
全厚  0,3C
重量  0.5C

完存。

尖端鈍い。

ナヌカイト 縄文時代

Fig.15-96 STl・ Ⅳ層 石鏃 ∝

４

２Ｃ

６Ｃ

２

１

０

０

長

幅

厚

量

全

全

全

重

基部欠損。

扁平な剥片素材。

サヌカイト 弥生時代

Fig.15-97 STl・ Ⅳ層 石鏃 長

幅

厚

量

全

全

全

重

1.8C

l.2〔

0.1[

0.5(

基部欠損。

主に片面調整。

サヌカイト 体生時代

Fig.15-98 STl・ Ⅳ層 石鏃 全長    3.05
全幅    2.50
全厚    0.50
璧礎登   4,60

尖端部欠損。

礫皮面多く残す。

頁岩 弥生時代

Fig五 5-99 STl・ Ⅳ層 石鏃 全長  2.40
全幅  1.70
全厚   0,30
重量  1.40

基部欠損。

未製品?

頁岩 弥生時代

Fig.16-100 STl・ Ⅳ層 石鏃 全長   3.4C
全幅  2.2C
全厚  0.5C
重量   3.7C

尖端部欠損。 凝灰質頁岩 体生時代

Fig.16-101 STl・ Ⅳ層 石鏃 鋲
舘
餌
穀

2.90

1,70

3.50

1.60

基部欠損。

扁平な剥片素材。

凝灰質頁岩 弥生時代

Fig.16-102 STl・ Ⅳ層 石 鏃 全長    2.50
全幅  1.60
全厚    0.50
童畳    1.50

君存。

扇平な剥片素材。

疑灰質頁岩 弥生時代

Fig.16-103 STl・ Ⅲ層 石鏃 全長  1.8E
全幅  1.6E
全厚  0.2E
重畳    0.9C

基部欠損。

扁平な剥片素材。

凝灰質買岩 な生時代

■g工6-104 sTl― SKl
埋± 2分層

石鏃 全長    2.5C

全幅  1.7G
全厚  0.2C
重量  0。 9(

基部欠損。

扁平な積長剥片素材。

疑灰質頁岩 な生時代

Fig。 16-105 STl・ Ⅱ層 石 鏃 銀
餌
勢
襲

2.7(

2.6(

0.2〔

2.項

完存。

扁平な剥片素材。

片面調整。

特殊用途 ?

疑灰質頁岩 弥生時代
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表 7 石器・石製品・金属製品観察表 2

挿図番号 出土地点

層位

器種・器形 法量 (oll)

(g)

調 整 等 石 材 備  考

Fig.16-106 STl・ Ⅲ層 尖頭器 全長  7.2E
全幅  2.5〔
全厚  0,4〔
昌室週謹   12.0(

尖端部・基部欠損。

扁平な縦長剥片素材。

疑灰質貢岩 弥生時代

Fig.16-107 STl・ Ⅲ層 央頭器 全長  5.1こ
全幅  2.9(
全厚  0,2〔
雷暑   4 Af

側縁部・基部欠損。

扁平な縦長剥片素材。

素材は同一打面で連続剥取。

疑灰質頁岩 弥生時代

■g.16-108 STl・ Ⅳ層 尖頭器 全長

全幅

全厚
奮暑

基部欠損。

扁平な剥片素材。

凝灰質頁岩 弥生時代

Fig.16-109 STl・ Ⅳ層 スクレーパ 全長    3.90

全幅  3.05
全厚   0.25
重量    3.80

折損。

扁平な剥片素材。

主に片面調整。

疑灰質頁岩 弥生時代

Fig.16-110 STl・ Ⅳ層 スクレーパ 全長  4.10
全幅    3.50

全厚    0.60
奮暑   1∩ 如

一部欠損。

扁平な剥片素材。

礫皮面残す。

疑灰質頁岩 称生時代

Fig.17-111 STl・ Ⅲ層 石 錘 全長    7.90

全幅  5.40
全厚  1.90
ロヨ看き   98.80

完存。

長軸両端部に打欠き。

砂岩 隠文時代 ?

Fig。 17-112 STl・ Ⅲ層 石 錘 全長   4.95
全幅    3.80
全厚    2,00
目宣琶肇   53,80

完存。

長軸両端部に打欠き。

砂岩 縄文時代?

Fig。 17-113 STl・ Ⅳ層 打製石庖丁 ? 全長  8.40
全幅    5。20

彗当据髯    0。 70

重量   45,30

折損。

板状剥片素材。

両側縁調整。

泥岩 弥生時代

Fig.18-114 C-3・
E-3分 層

石 鏃 全長    2.30
全幅  1.20
全厚    0.35
重量    0,90

基部欠損。 チャー ト 縄文時代

Fig。 18-115 D-3・
Ⅱ-2分層

石 鏃 全長

全幅

全厚

重量

佃

９５

３５

３０

尭存。 チャー ト 縄文時代

Fig。 18-116 C-3・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長  1,8E
全幅  l。在

全厚  0.3C
重量  0,7G

基部欠損。 チャート 餡文時代

Fig.18-117 A-4・
Ⅱ-1分 層

石鏃 全長    1,95

全幅  1,70
全厚   0.40
日]唱肇    fI_R∩

基部欠損。 チャート 隠文時代

Fig,18-118 A-2・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長

全幅

全厚

重量

０

２

２

５

Rll縁 部・基部欠損。 チャート 縄文時代

■g,18-119 A-2・
Ⅱ-1分 層

石鏃 全長    1.70

全幅  1.40
全厚   0。 25

重量    0.50

尖端部 。基部欠損。 チャート 隠文時代

Fig.18-120 C-3・
Ⅱ-3分層

石鏃 全長    1.60

全幅  1.20
全厚    0.30
重量    0.30

尖端部・基部欠損。 チャー ト 縄文時代
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表 8 石器・石製品 。金属製品観察表 3

挿図番号 出土地点 。

層 狩

器種 。器形 法量 (clll)

(宮 )

調 整 等 石 材 備  考

Fig.18-121 A-4・
Ⅱ-2分層

百鏃 ２Ｃ

＜

３Ｃ

γ

ｌ

ｌ

Ｏ

∩

長
幅

厚

暑

全

全
全

奮

尖端部欠損。 チャート 縄文時代

Fig。 18-122 B-4・
Ⅱ-2分層

石鏃 長

幅

厚

暑

全

全

全

奮

1.3[

1,とこ

0.3〔

∩4r

完存。 チャ=ト 縄文時代

Fig。 18-123 B-2・
Ⅱ-1分層

石鏃 鋲
節
鉢
菫

と。50
1,45

0,30

0.4Cl

完存。

尖端部鋭い。

チャー ト 縄文時代

Fig.18-124 D-3・
Ⅱ-2分層

石鏃 長
幅

厚

量

全
全

全

重

1.50

1,60

0.45

0.60

毛存。 チャー ト 縄文時代

Fig。 18-125 C-3・
Ⅱ-3分層

石鏃 長
幅

厚

吾

全
全

全

奮

1.65

1.00

0.20
∩R∩

基部欠損。 サヌカイト 健文時代

Fig.18-126 A-2・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長  1.30
全幅  1.30
全厚    0.30
重量    0.50

尖端部・基部欠損。 サヌカイト 隠文時代

Fig,18-127 C-4・
正一 l分層

石鏃 全長  1.lE
全幅  1.2(
全厚  0。 2C

重暑   ∩Rf

完存? サヌカイト

(風化顕著)

縄文時代

ng.18-128 A-2・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長  1.9(
全幅  1.7C
全厚  0.3C
重量   0,7(

尖端部欠損。 サヌカイト

(風化顕著)

縄文時代

Fig.18-129 C-3・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長  1.60
全幅  1.40
笞き彊君    0.20
重量  0.40

基部欠損。 サヌカイト 隠文時代

Fig。 18-130 C-3・
正-2分層

石鏃 全長    2.00
全幅  1.10
全厚    0.25
重量  0.40

基部欠損。 チヌカイト

(風化顕著)

隠文時代

Fig.18-131 A-4・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長  1.40
全幅  1,10
全厚   0.25
竜岳   ∩始

寇存。 サヌカイト 縄文時代

Fig.18-132 C-4・
エー 1分層

石鏃 全長  1,2C
全幅  1.lC
全厚  0.2E
重畳   0.2C

落存。 サヌカイト 縄文時代

Fig.18-133 A-4・
Ⅱ-1分 層

百鏃 長
幅

厚
曇

全

全
全
董

1.OE

と。lC

O.2[

0_Rf

尖端部・基部欠損。 サヌカイト 縄文時代

Fig.18-134 C-4・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長  1.OC
金幅  1.4C
全厚  0.2C
重畳   0_2C

央端部・基部欠損。 サヌカイト 縄文時代

Fig。 18-135 C-3・
I-3分 層

石 鏃
９

０

２

２

鋲
飾
鉾
霊

基部欠損。 サヌカイト 縄文時代
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表 9 石器・石製品・金属製品観察表 4

挿図番号 出土地点・

層位

器種・器形 法量 (clll)

(宮 )

調 整 等 石 材 備  考

Fig■8-136 A-2・
Ⅱ-2分 層

石 鏃 長
幅

厚
量

全

全

全

重

0。90

0.70

0.15

0.10

基部欠損。 サヌカイト 隠文時代

Fig。 18-137 C-4・
Ⅱ-2分 層

石鏃 長
幅

厚
量

全

全
全
重

3.40

1.10

0,60

2.20

完存。 サヌカイ ト 隠文時代

Fig■8-138 C-3・
Ⅱ-1分層

石錐 全長

全幅

全厚
重畳

完存。

尖端部鈍い。

チャー ト 陶文時代

Fig.18-139 A-4・
Ⅱ-1分 層

石錐 全長    2.60
全幅  1.90
全厚    0.50
重量    2.10

元存。

尖端部鈍い。

サ ヌ カ イ ト

(風化顕著)

縄文時代

Fig.18-140 A-2・
Ⅱ-2分 層

石錐

(石鏃 ?)

４

６

２

９

２

１

０

０

長
幅

厚
豊

全
全

全

重

基部欠損。 サヌカイ ト 縄文時代

Fig。 18-141 A-2・
Ⅱ-2分層

有快石器 ? 全長  3.lE
全幅  1.8[
全厚  0,7C
重畳    5.OC

完存。 チャー ト 縄文時代

Fig.18-142 C-3・
Ⅱ-2分層

スクレーパ 全長  6.4E
全幅  3.4C
全厚  0。 7こ

雷暑  1民 Flf

完存。

横長剥片素材。

サヌカイ ト

(風化顕著)

縄文時代 ?

Fig.19-143 C-3・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長

全幅

全厚
重畳

完存。

礫皮面残す。

サヌカイ ト な生時代

Fig.19-144 A-4・
Ⅱ-1分 層

石鏃 全長  2.OC
全幅  1,7C
全厚  0.2E
重岳    0_R『

基部欠損。 サヌカイ ト 弥生時代

Fig。 19-145 C-4・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長  2.lC
全幅  1.3C
全厚  0.3C
重曇   ∩R『

基部欠損。

扁平な剥片素材。

両側縁片面調整。

サヌカイト 弥生時代

Fig.19-146 D-4・
正-2分 層

石鏃 全長  3.2C
全幅  2.2C
全厚  0.5E
萱暑   R箕

元 77。 貢岩 弥生時代

Fig.19-147 C-4・
Ⅱ-2分 層

石鏃 全長

全幅

全厚
重畳

８

３

５

４

尖端部欠損。 買岩 弥生時代

Fig。 19-148 B-4・
Ⅱ-3分層

石鏃 全長

全幅

全厚
重母

０

４

５

９

４

２

０

民

完存 ?

扁平な剥片素材。

疑灰質頁岩 弥生時代

Fig。 19-149 D-3・
Ⅱ-2分層

石鏃 全長

全幅

全厚
重畳

５５

９５

４５

００

尖瑞部・ 暴部欠預。

扁平な剥片素材。

疑灰質貢岩 弥生時代

Fig.19-150 C-4・
Ⅱ-2分層

石鏃 笞当丁髯    2,70

全幅  1.80
全厚   0.30
重量    1.60

完存。

扁平な剥片素材。

凝灰質頁岩 弥生時代
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表10 石器・石製品 。金属製品観察表 5

挿図番号 出土地点・

層位

器種・器形 法量 (clll)

(富 )

調 整 等 石 材 備  考

Fig。 19-151 C-4・
コー 2分層

石鏃 全長    2.60
全幅  2.10
全厚    2.50

重量    1.20

基部欠損。

扁平な剥片素材。

疑灰質頁岩 弥生時代

■g,19-152 C-4・
Ⅱ-2分 層

石 鏃 全長   2.50
全幅  2.15
全厚  O.40
重量  1.80

完存。

扁平な剥片素材。

凝灰質頁岩 弥生時代

Fig.19-153 D-4・
Ⅱ-1分 層

石鏃 全長    2.60

全幅  1.60
全厚     0.30

日藝眉彗    1.80

尖端部欠損。

扁平な剥片素材。

凝灰質頁岩 弥生時代

Fig.19-154 C-4・
Ⅱ-2分層

石鏃 笞きず罠    2.60

全幅  1.40
全厚  0.35
重量  1.10

完存。 疑灰質頁岩 弥生時代

Fig.20-155 B-4・
Ⅱ-3分層

尖頭器 長
幅

厚
量

全
全

全

重

4.00

3.30

0.30

5。 20

基部欠損 ?

語平な剥片素材。

疑灰質頁岩 弥生時代

Fig。 20-156 C-4・
Ⅱ-2分層

尖頭器 全長    5.60

全幅  3.10
全厚   0.40
萱岳    Rm

尖端部・基部欠損。

扁平な剥片素材。

ほぼ片面調整。

疑灰質頁岩 弥生時代

Fig.20-157 C-3・
Ⅱ-1分層

尖頭器 全長  3.lC
全幅  2.lE
全厚  0,4〔
董畳   Rγ

基部側欠損。

縦長剥片素材。

未製品?

疑灰質頁岩 な生時代

Fig。20-158 A-4・
Ⅱ-2分層

尖頭器 全長

全幅

全厚
童畳

７

３

８

６

尖端部・基部欠損。

扁平な剥片素材。

チャー ト 弥生時代

Fig.20-159 C-3・
Ⅱ-2分層

スクレーパ 全長   4.80
全幅  3.15
全厚    0.55
重量   11.30

完存?

扁平な横長剥片素材。

尖頭器の破損品転用か?

凝灰質頁岩 な生時代

Fig。 20-160 C-3・
Ⅱ-2分層

スクレーパ 全長   4.05
全幅    2.80

全厚    0.45
重量    7.20

一端部欠損。

一端に礫皮面残す。

尖頭器未製品?

疑灰質頁岩 弥生時代

Fig.21-161 C-4・
Ⅱ-2分層

有袂石器 ? 全長   7.40
全幅    3.50

全厚    0.85
童畳   31.70

完存。

左側縁に調整 ?

泥岩 隠文時代 ?

ng.21-162 A-2・
Ⅱ-2分 層

石錘 全長  8.2C
全幅  6.4C
全厚  2.4C
重量  182.2C

完存。

長軸両端部打欠き。

石英斑岩 ? 縄文時代 ?

Fig.21-163 B-4・
Ⅱ-2分層

石錘 全長

全幅

全厚
重量

５

１

９

８

６

４

１

４

完存。

長軸両端部打欠き。

砂岩 縄文時代 ?

Fig.21-164 D-3・
I-1分 層

石錘 全長  7.85
全幅  3.60
全厚  1.35
重量   72,70

完存。

長軸両端部打欠き。

尼岩 縄文時代 ?

Fig。 21-165 C-3・
E-2分層

石錘 全長    5.50
全幅   4。 30

全厚  1.40
重量   46.30

君存。

長軸両端部打欠き。

泥岩 縄文時代 ?
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表11 石器・石製品 。金属製品観察表 6

挿図番号 出土地点・

層仕

器種・器形 法量 (cla)

(営 )

調 整 等 石 材 備  考

■g.21-166 C-4・
Ⅱ-1分層

石鍾 全長

全幅

全厚
董曇

８

４

７

Ｒ４

一端部欠損。

長軸両端部打欠き。

砂岩 縄文時代 ?

Fig.21-167 D-4・
五-1分層

石錘 ４
３

１
５

長
幅

厚
畳

全
全
全
重

完存。

長軸両端部打欠き。

左側縁に使用痕 ?

砂岩 縄文時代 ?

Fig.21-168 D-3・
Ⅱ-2分層

I「石 全長    9.20

全幅    9.20

全厚  4.10
重量  493.30

完存。

周縁に敲打痕。

花簡岩

Fig.22-169 B-4・ TR 石鏃 全長  1.80
全幅  1.45
全厚  0.35
重量    0,70

基部欠損。 チャー ト 縄文時代

Fig。 22-170 Aト レンチ 石 鏃 当きf≧    1.90

全幅  1.05
全厚  0.25
垣自曽藝    0.30

完存。 サヌカイ ト 隠文時代

Fig.22-171 C-3・ TR 石鏃 長
幅

厚
量

全
全

全
重

■40

1.50

0.20

0.50

央端部欠損。 サヌカイト 隠文時代

Fig.22-172 A-3・ TR 石 鏃 全長    と,30

全幅  1.20
全厚   0.25
重量  0.4Cl

基部欠損。 サヌカイト? 縄文時代

Fig.22-173 C-3・ TR 石鏃 全長    2.20
全幅  1,80
全厚    0.20
重量    0.80

曇部欠損。

キ面調整。

目平な剥片素材。

サヌカイト

(風化顕著)

祢生時代

Fig.22-174 C-3・ TR 石鏃 全長    2.20

全幅    2.00
全厚    0,30
重量  1.30

完存。

両側縁片面調整。

扁平な剥片素材。
夫製品?

疑灰質頁岩 弥生時代

Fig。 22-175 C-3・ TR 百鏃 全長  2.4C
全幅  と。9C

全厚  0.4C
重岳    2_夕f

尖端部・基部欠損。

扁平な剥片素材。

疑灰質頁岩 弥生時代

Fig.22-176 Aト レンチ 石鏃 全長    2.■
全幅  1.6こ
全厚  0。2C

唾11野   ∩Rf

完存。

扁平な剥片素材。

凝灰質頁岩 弥生時代

Fig.22-177 C-4。 TR 尖頭器 全長  2.lC
全幅  2.8C
全厚  0.3(
重曇   2.2C

基部側欠損。

痛平な剥片素材。

チャート 弥生時代

■g.22-178 Aト レンチ 尖頭器 全長  2.6こ
全幅  2.6〔
全厚  0.4C
奮暑   4ダ

尖端部・基部欠損。

扁平な剥片素材。

疑灰質頁岩 弥生時代

ng.22-179 C-3・ TR 尖頭器 全長  3,lE
全幅  3.0(
全厚  0.6C
萱畳   A/

尖端部・基部欠損。

庸平な剥片素材。

凝灰質頁岩 弥生時代

Fig。 22-180 C-4・ TR スクレーパ 全長

全幅

全厚
重畳

２

３

７

９

３

３

０

０

基部側欠損。

扁平な剥片素材。

尖頭器 ?

チャー ト 弥生時代
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表12 石器・石製品・金属製品観察表 7

挿図番号 出土地点

層位

器種 。器形 法量 (cla)

(宜 )

調 整 等 石 材 備  考

Fig.22-181 C-4・ 清掃土 スクレーパ 全長  5.5C
全幅  4。 2C

全厚  1,0(
重量  34.6(

完存 ?

礫皮面残す。

疑灰質頁岩 祢生時代

Fig.22-182 D-2・ TR スクレーパ 長

幅

厚
畳

全

全

全

重

6.30

3.25

0.50

10.40

一端部欠損。

扁平な剥片素材。

凝灰質頁岩 弥生時代

Fig.23-183 C-3,TR 石核 全長    8.80

全幅   7.40
全厚    3.00
重量  274.40

上下右方から横長剥片を剥取。

裏面 。左側面は礫皮面。
頁岩 弥生時代

Fig。23-184 I層 百錘 全長    5,60

全幅  4.05
全厚  1.70
登暑   ゆ R∩

完存。

長軸両端部打欠き。

被熟により赤変。

被熱による小剥離 ?

砂岩 縄文時代 ?

Fig。 23-185 D-4・ TR 百錘 全長  5,1〔
全幅  4.0こ
全厚  1.2〔
重岳   筆 Ar

完存。

長軸両端部打欠き。

泥岩 縄文時代 ?

Fig。 23-186 D-3・ TR 石錘 全長  6.10
全幅  3.75
全厚  1,20
重量  34.60

完存。

長軸両端部打欠き。

結晶片岩 ? 縄文時代 ?

Fig.23-187 C-2・ TR 石錘 ? 全長    5.20

全幅    3.60
全厚    0。 85

重量   20.10

花存 ?

罠軸両端部打欠き。

結晶片岩 ? 隠文時代 ?

Fig.23-188 Aト レンテ 石錘 全長  7.10
全幅    2.90

全厚  1.30
重量  4Cl.40

寇存。

長軸両端部打欠き。

腹熱により赤変。

砂岩 縄文時代 ?

Fig.23-189 Bト レンチ 百錘 全長  6.3C
全幅  3.2C
全厚  1.2C
重量  31.4C

完存。

長軸両端部打欠き。

泥岩 隠文時代 ?

Fig,23-190 C-4・ TR 石 錘 全長  5。3E

全幅  2.9こ
全厚  1.6こ
重量   39.lC

完存。

長軸両端部打欠き。

泥岩 隠文時代 ?

Fig.23-191 表採 叩石 全長  10.50
全幅  9,10
全厚  6.55
重量  855,00

完存。

周縁部に散打痕。

借晶片岩 ?

Fig。 23-192 表採 甲石 全長   10。90

全幅    8.35
全厚  4.10
重量  598.80

完存。

表裏面に敲打痕。

砂岩

Fig.24-193 D-4・
Ⅱ-2分層

/」 玉ヽ 直径   0.60
全長   0.50
FL径   0。 10

重量   0.20

死仔。

上下端部平坦。

孔内面に線状研磨痕。

水晶

Fig.24-194 A-2・
Ⅱ-2分層

寛永通宝 残長  1.35
残幅  1.20
全厚  0.15
ヨ三督聖    0.60

喜面上部に「文」 鯛銭 近世
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